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第１１回山口県人権施策推進審議会議事録 

 

                   注１）委員等の紹介部分は省略しました。 

注２）発言内容に影響しない範囲で語尾等を 

   修正しました。 

 

○開催日時：平成２９年６月９日(金）午前１０時から午前１１時３０分まで 

○開催場所：県庁共用第２会議室（本館棟４階） 
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 定刻になりましたので、ただいまから｢第１１回山口県人権施策推進審議会｣

を開催させていただきます。 

 まず、配付資料についての御確認をお願いします。配付資料を一覧にしてお

りますので、不足があればお知らせください。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、審議会の開催に当たりまして、山口県環境生活部長の佐伯彰二が

ごあいさつを申し上げます。 

 

 皆様、こんにちは。 

開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

まず、皆様には、このたび、委員の御就任をいただきましたこと、そして、

本日は、大変お忙しい中、審議会に御出席をいただきましたことに厚く御礼を

申し上げます。 

 県では、｢山口県人権推進指針｣に基づき、｢県民一人ひとりの人権が尊重され

た心豊かな地域社会｣の実現に向けて、人権に関する様々な施策を総合的に推進

しているところです。 

 こうした中で、私ども環境生活部は、県の人権施策の総合調整を担っている

ところでありまして、この審議会につきましても、委員の皆様から御意見を頂

戴し、幅広い人権課題への対応や人権が尊重された行政の推進など、本県の人

権施策の一層の推進を図ろうとすることを目的としているものでございます。 

 皆様の御指導、御支援を引き続きお願い申し上げます。 

本日は、委員改選後の初めての開催となりますので、まず、会長及び副会長

の選任をしていただきます。 

それから、最近、多くの人権に関連する法令が改正・施行されておりますの

で、このことを踏まえまして、「指針」の「参考資料」の部分の修正、それか

ら、また、現在検討中の「人権に関する県民意識調査」についても、御審議を

いただくこととしております。 

どうか、委員の皆様には、忌憚のない御意見を賜りますよう、よろしくお願

いを申し上げて、ごあいさつとさせていただきます。 

 本日は、どうぞ、よろしくお願いいたします。 
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それでは、ここで、本日の審議会の成立状況について御報告を申し上げます。 

 本日、草田委員におかれましては、御出席とお聞きしておりますが、まだ到

着されておりません。ですので、現時点では、委員１７名中、１２名の方が出

席されており、過半数を超えています。 

 よって、審議会規則第５条の規定に基づき、本会議が成立していることを御

報告いたします。 

  本日は、改選後、はじめての会議でございますので、議事に入ります前に、

委員の皆様方を名簿に従って、御紹介申し上げます。 

   

 （委員紹介） 

   

引き続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきます。 

 

（事務局職員紹介） 

 

続いて、審議会規則第７条の規定に基づき、知事が任命した幹事の課長でご

ざいます。 

 また、本日はその他、議題に関する課の課長も出席をしております。 

 氏名はお手元に配付しております出席者名簿のとおりですので、時間の関係

上、紹介は省略をさせていただきます。 

  それでは、議題の審議に先立ちまして、皆様方に御了解いただきたいことが

ございます。    

 本審議会は公開を原則としております。 

 したがいまして、審議の内容をまとめた議事録も公開とし、県のホームペー

ジにも掲載する予定としておりますので、議事録の作成に正確を期すため、審

議内容について録音させていただき、また、会議の写真を撮らせていただきた

いと思いますが、御了承をお願いします。 

 

  それでは、議事に入らせていただきますが、審議会規則第５条の規定により、

議事は会長であります議長が進行することとなっております。 

 しかしながら、本日は、委員改選後、初の審議会であり、会長が選任されて

おりませんので、会長の選任につきましては、事務局の方で議事を進行させて

いただきたいと思いますが、如何でしょうか。 

 

  （「異議なし｣の声あり） 

 

  御異議がないようでございますので、そのようにさせていただきます。 

 会長につきましては、審議会規則第４条の規定により、委員の互選により定

めることとされております。 

 どなたか御推薦がありましたらお願いいたします。 
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  今までもずっとやってこられた高田先生にですね、引き続きやっていただく

ようにお願いしたいと思いますが、皆さんいかがでしょうか。 

  

（「異議なし」の声あり） 

 

 皆様の御賛同をいただきましたので、会長は高田委員さんにお願いすること

に決定いたしました。 

 なお、先ほど申し上げましたとおり、会議の議長は、会長が務めることとな

っております。 

 高田会長さんには、議長席へ移動いただき、今後の議事進行についてよろし

くお願いします。 

 

 会長への就任に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

皆様の御賛同をいただきまして、大変僭越ではございますが、当審議会の会

長を引き受けさせていただきます。 

円滑な議事運営に努めてまいりたいと思いますが、大変不慣れですので、皆

様方の御協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速、議事に入ります。座らせていただきます。会議の終了時間

が午前１１時半の予定となっております。スムーズな審議、有意義な審議につ

きまして御協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは早速審議に入りたいと思いますが、議題（１）のうち副会長の選任

についてお諮りしたいと思います。副会長は、委員の互選により定めることと

されておりますので、どなたか御推薦がありましたらお願いしたいと思います。 

 

 前任は、確か今村先生だったと思うのですが、人権に関わってはですね、や

はり弁護士のですね、鈴木委員さんの方がいいのではないかということで、鈴

木委員さんを推薦したいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 もうひとり、手を挙げていただいておりますので、国兼委員さんの方からも

御推薦がありましたらよろしくお願いします。 

 

 これまで副会長を努めてこられた今村委員さんに、是非、引き続き、副会長

をしていただきたいと思います。 

 

  ありがとうございます。 

ただいま、山本委員、国兼委員より、鈴木委員そして今村委員の御推薦があ

りました。副会長は一人ですので、どちらかにお願いするようになると思いま

すが。何かほかに、今のことにつきまして意見がありますでしょうか。 
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  特にないようでしたら、拍手でもって、鈴木委員、今村委員につきまして副

会長の選考をさせていただきたいと思いますが、最初に山本委員から鈴木委員

の御推薦をいただきまして、その次に国兼委員より今村委員を御推薦いただき

ましたので、その順番でお諮りしたいと思います。 

 何かこの方法について御異議ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、拍手をもってお諮りしたいと思います。 

 それでは、先に鈴木委員に副会長をお願いしたいという方は拍手をお願いし

ます。 

 

（拍手あり） 

 

 はい、ありがとうございます。 

 それでは続きまして、今村委員さんに副会長をお願いしたいという方は拍手

をお願いします。 

 

（拍手あり） 

 

 はい、ありがとうございます。 

 私の耳には、今村委員の方の拍手が多かったように思いますので、この場で

は、今村委員を副会長さんとさせていただきたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

  

（「異議なし」の声あり） 

 

はい、では異議ないということで、副会長を今村委員さんにお願いいたしま

す。 

 それでは、副会長をお引き受けいただけるにあたりまして、今村委員さんか

ら一言ごあいさつをお願いしたいと思います。 

 

多くの方の推薦をいただいたということで、お引き受けしたいと思います。 

副会長の役割というのは会長の補佐ということでございますが、山本委員も

おっしゃったように人権のスペシャリストというには、少し十分じゃないかも

わかりませんが、十分補佐していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 はい、ありがとうございます。 

いま、今村副会長からもありましたように、人権という問題でありますので、

是非、鈴木委員さんから積極的なお力添えをいただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

それでは、さっそく議題（２）の「指針」参考資料に係る修正のうち、ア「人
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権関係年表（国内の取組）」について、事務局の方から御説明をお願いいたし

ます。 

 

 はい、座って説明させていただきます。まず、この議題の提案趣旨を説明さ

せていただきます。 

  前回、平成２７年７月の審議会から約２年が経過しまして、この間、人権に

関する法律が新たに制定・改正されております。 

こうした法律の制定等については、これまでも「山口県人権推進指針」の「人

権関係年表」に整理してきたところであり、今回、当該箇所への反映・掲載を

お諮りするものでございます。 

お手元に「議題」という資料をつけておりますが、その１ページをお開き願

います。 

議題（２）ア「人権関係年表（国内の取組）」という表が載っていると思い

ます。「指針」の「人権関係年表」の一部を抜粋し、掲載しております。 

このたび追加したい箇所に下線を引いております。 

 平成２８年に「女性活躍推進法」、「障害者差別解消法」、「ヘイトスピー

チ解消法」、「部落差別解消推進法」が施行され、「ストーカー規制法」が改

正されております。 

それでは、議題の「参考資料」というのが別にあると思いますが、その資料

に基づいて、それぞれの法律の概要等について説明をさせていただきたいと思

います。 

 「参考資料」の１ページをお開き願います。「女性活躍推進法」についてで

あります。 

 この法律は、女性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力ある社会の

実現を図ることを目的とし、平成２８年４月より施行されています。 

 法律では、国や地方公共団体、常時３０１人以上の労働者を雇用する民間企

業等に対し、女性の活躍推進に向けた行動計画の策定・公表や、女性の職業選

択に資する情報の公表を義務付けています。 

 県においては、平成２８年３月、「第４次山口県男女共同参画基本計画」を

策定し、本計画の一部を本法第６条に基づく「都道府県推進計画」として位置

付けております。 

 なお、お手元に「関係法令」という別冊資料も用意しておりますが、そちら

の１ぺージから１３ページにこの「女性活躍推進法」に係る、条文及び附帯決

議を載せております。ご参照願います。 

 次に、「参考資料」２ページの「障害者差別解消法」についてでございます。 

 この法律は、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、

相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由

とする差別の解消を推進することを目的とし、平成２５年６月に公布され、２

８年４月より施行されました。 

 行政機関や事業者に対し、障害を理由とする差別的取扱いの禁止を定め、ま
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た、行政機関には、社会的障壁を除去するための合理的配慮の義務付け、事業

者には、努力義務を課しております。 

 県の対応としては、平成２８年４月より、各県民相談室や障害者支援課、県

障害者権利擁護センターに相談窓口を設置したほか、各種普及啓発に努めてい

ます。 

 なお、条文及び附帯決議を関係法令資料の１４ページから２３ページに掲載

しております。 

 次に、議題参考資料３ページの「ヘイトスピーチ解消法」についてでござい

ます。 

 この法律は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消が喫緊の課題で

あることに鑑み、その解消に向けた取組を推進することを目的とし、平成２８

年６月より施行されました。 

 国及び地方公共団体の責務を明記するとともに、基本的施策として、相談体

制の充実、教育の充実等、啓発活動等の三つを定めております。 

 県としては、当該法律の趣旨を踏まえ、人権教育・啓発の一層の充実を図る

など、本県の実情に応じた対応に努めることとしております。 

 なお、条文及び附帯決議を関係法令資料の２４ページから２６ページに掲載

しております。 

 次に、議題参考資料４ページの「部落差別解消推進法」についてでございま

す。 

 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴っ

て部落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基本

的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されない

ものであるとの認識の下、部落差別の解消を推進し、もって部落差別のない社

会を実現することを目的として、平成２８年１２月より施行されました。 

 法律では、国及び地方公共団体の責務を明記するとともに、相談体制の充実、

教育及び啓発、部落差別の実態に係る調査について定めています。 

 県の対応としては、今後とも、従前からの人権啓発等の取組を継続していく

とともに、法の周知に努めていくこととしております。 

 なお、条文及び附帯決議を関係法令資料の２７ページから２８ページに掲載

しています。 

 次に、議題参考資料５ページの「ストーカー規制法」についてでございます。 

 この法律は、ストーカー行為を処罰する必要な規制と、被害者に対する援助

措置等を定めることにより、身体等への危害の発生防止と国民の生活の安全と

平穏に資するものとして、平成１２年１１月より施行されていましたが、昨今

の情勢変化に鑑み、平成２８年１２月より規制対象行為の拡大等を内容とした

改正が行われました。 

 なお、条文については、関係法令資料の２９ページから３７ページに掲載し

ております。 

 事務局といたしましては、以上、五つの法律の施行・改正について、「山口
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山本委員 

 

 

 

 

県人権推進指針」の「人権関係年表（国内の取組）」に加えたいと考えており

ます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。 

今、事務局から御説明いただきましたが、説明を受けまして何か御意見等あ

りましたら、よろしくお願いいたします。 

はい、山本委員。 

 

つまらない質問をしますが、それぞれいま、改正された法律及びその内容に

ついて説明があったんですけどね。 

県でいえば、所管課とかがわからないとですね、だから少なくとも、それぞ

れの法律の、指針に反映させるといってもですね、所管課があれば、所管課が

どこになるのか教えてください。 

 

はい、この法律の所管課でございます。 

まず、「女性活躍推進法」については、男女共同参画課でございます。 

「障害者差別解消法」につきましては、障害者支援課、 

「ヘイトスピーチ解消法」につきましては、国際課、 

「部落差別解消推進法」につきましては、人権対策室及び人権教育課、 

「ストーカー規制法」については、県警の人身安全対策課でございます。 

以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

あの、山本委員さん、よろしいでしょうか。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

そのほか御質問ありませんでしょうか。 

その他、御質問、御意見特にないようでしたら…。 

 

いいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

あの、説明がありました、「部落差別解消推進法」について、私の意見を少

し述べさせていただきたいと思います。 

実はこれ昨年の、御存じない方も多いかと思いますが、昨年の５月の国会の

会期末に、突如、当時自民党の総務会長の二階さん（今、自民党幹事長ですね）

が中心になられて、９人のいわゆる議員の方の、議員提案という形での、会期
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末直前でしたから、中身もほとんどわからない、今ありました１２月に採決さ

れて、１２月１６日に公布・施行されたと思うんですが、ほとんどマスコミで

は、この法律の中身について触れられていない。 

先程女性の、障害者のでもそうですが、女性の分でもかなりページ数ありま

すよね。法律的には。 

しかし、この「部落差別解消推進法」というのは１ページですよ。ただこれ

どの法律でもそうだと思うんですが、衆議院と参議院それぞれ附帯決議が付い

ております。 

私は、わたしどもの団体も含めて、全国的な組織もありますから、この法律

には反対の立場で各法務委員とかですね、国会、あるいは県選出の国会議員等

にも、いわゆる反対の立場、あるいは慎重審議をしてほしい、という内容のメ

ール等を送らせていただきました。 

その中身といいますのは、部落差別の解消というふうになっているんですが、

この国会審議の中で、いくつか明らかになった点があるのは、部落差別という

定義がないんです。例えば女性差別であるとか障害者であるとか、ヘイトスピ

ーチであるとか、という場合には、定義があるんです。ところが、部落差別の

定義については、今、国会でいろいろ法務委員会では金田大臣もでておられま

したけれども、この委員会は公開されてましたので、当時いわゆるインターネ

ット中継ですべて流れておりました。 

衆議院では、日本共産党の清水忠史さん（関西比例区選出だったと思います）

が質問をして、そこで出されたのが、いわゆる定義がないんです、部落差別っ

て何ですかっていう。部落差別という定義が無いのに、何でこういう法律をつ

くるんですかっていうこと。 

中身を見ていただいたら、法文はですね、「関係法令」の２７ページに載っ

ておりますが、期限が無い、つまり永久法です。定義がない、それから永久法

であることと、それから先程、人権対策室の次長から説明がありました、教育

・啓発とか、実態調査、ということはありますけども、じゃあ、ほとんど内容

的にはですね、国が、地方に何かしなさいというよりは、国がなんですよね。 

じゃあ、国が何か財政措置を伴うような施策をこうしてください、ああして

くださいということはあるのかといったら、これもないんです。国は何もない

のに、いわゆる地方公共団体ですね、実態調査をしなさい、あるいは相談体制、

人権教育・啓発しなさい、というけども、じゃあ、具体的にはどうするんです

か、となると、何もない。 

ですから、いま次長からありましたように、「参考資料」でいえば４ページ

ですが、県の対応としては、従前からの人権啓発の取組を継続していくととも

に、法の周知に努めていくとなってます。 

じゃあ、この法をどういう形で周知するかというのが全く分からない。周知

と言ってもいろんな意味がありますよね、例えば「山口県人権推進指針」も県

民に広く周知していくということで意識調査もやられて、確か当時１９パーセ

ントですよ、ずいぶんやられた、市町村も巻き込んでやられたんですが、しか
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し、この法律を、今言ったみたいな、例えば定義もない、期限もない、しかも

財政も伴わない、そして、実態調査をする、実態調査、誰を対象にするんです

かという、これも定義はない。県民全体を対象とした意識調査をするんですか、

ということになります。後で意識調査の問題については出てくると思いますが、

意識調査については、また意見を申し上げたいと思いますけど、これでは中身

としてよく分かりにくいです。これをどういう形で県は県民に、市町も含めて

周知されようとしているのか、全く見えないのでその辺について教えて頂きた

い。 

むしろ、私たちは、この法律そのものは、当面、この５月に１９市町の自治

体に要請を行いまして、この法律についてのそれぞれ市町さんのお考えをお示

しいただきたい、あるいは今後の対応をどうされるのか、ということで、要請

もしています。ただ、この回答は７月から８月になりますので、まだ、集約は

されていません、しかし、これだけの中身をもっているということで、私たち

は、反対の運動を起こしてきました。 

その結果が、参議院のいわゆる参考人質疑として４人の委員が参考人として

出席されました、団体的に言えば、私どもの全国人権連、それから部落解放同

盟さん、それから自由同和会の関係ということで、京都の大学の先生、大阪の

弁護士の石川元也弁護士さんが、４人がそれぞれの委員からの質問に応じて意

見を述べました。 

私たちは、基本的には、法律そのものに反対だということで、一般的には、

「部落差別解消推進法」と言ってますけども、私たちは「部落差別固定化法」

だというふうに言っています。結局、期限がないですから、永久にですね、法

がなくならない限りこれを続ける、期限が無いわけです。そういう法律を残し

ていいのか。それから山口県のこれまでの同和行政・教育のまとめ、あるいは

「山口県人権推進指針」からみても、この法律は必要ないというふうに思いま

す。 

あえてこれをするのであれば、もっと根本的な問題から考えなくてはならな

いんじゃないか、というふうに思います。以上です。 

 

ありがとうございます。山本委員から御意見をいただきましたけど、事務局

のほうで何かこれに対する御意見があればお願いいたします。 

 

「部落差別解消推進法」が昨年１２月に施行されまして、現時点では、国か

ら自治体に対しまして、具体的な対応方針等は示されておりません。 

県としましては、国からの情報提供を受けて、適切に対応する考えでござい

ますけれども、まずは、この法律ができたという、この部分を周知するところ

から始めていきたいというふうに考えております。 

 

ありがとうございました。県の対応ということで資料のほうにも記載してい

ただきましたけど、そのへんについての周知をどのようにするかという御質問
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もありましたけど、それはまた後ほどの、また調査等でも議論として出てくる

可能性もございます。 

一応、このことにつきましては、山本委員さん、これでよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

はい、ありがとうございます。 

そのほかに、御質問、御意見等ありますでしょうか。 

特にないようでしたら、次に、イ「委員名簿」について、事務局のほうから

御説明をお願いいたします。 

 

はい、この議題の提案趣旨から説明させていただきます。 

 これも同じく、前回の審議会から２年が経過しまして、この間、委員の交代

等がございました。 

このため、「山口県人権推進指針」の「参考資料」として掲載しております

「審議会委員名簿」を修正したい、というものでございます。 

「議題」の資料の２ページ、議題（２）イ「山口県人権施策推進審議会委員名

簿」というのが、２ページ、３ページにわたって掲載しておりますが、追加・

変更したい箇所に下線を引いております。 

 なお、退任委員の方の役職名は、当時のものとなっております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

ただいまの「参考資料」の「審議会委員名簿」について、事務局に説明をい

ただきましたが、今の事務局の説明につきまして、何か御質問・御意見等あり

ますでしょうか。 

 

はい。 

 

では、山本委員さん。 

 

これは、おそらく概要版じゃなくて、本編だと思いますが、本編であれば、

今年度か、来年度になるか分からないのですが、本編資料として添付されると

いうことであれば、「指針」は、どのくらいの部数を印刷する予定なのか。 

部数と、配付方法等をお知らせいただきたい。 

 

はい、事務局の方で。 

 

実はまだ「指針」の在庫がございます。まずは、在庫を優先して使っていき

たいのですが、それが少なくなってきた頃を見計らって、新しい版ということ
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で、印刷にかけるんですが、部数については今何部ということは申し上げるこ

とはできませんけれども、また今後も逐次、印刷の変更が生じてくることも予

想されますので、その辺を見ながら、次の版の印刷の必要性等も見ながら、検

討していきたいと思います。 

 

ありがとうございます。山本委員、いまのところでよろしいでしょうか。 

 

はい。 

直接この指針に関わるかどうかわからないですが、みなさん村岡知事が作ら

れたチャレンジプランご存知でしょうか。 

２０１７年でしたかね、県政の運営指針ということで厚い指針を作成されま

した。 

かなり厚いものですけれど、そこには、「山口県人権推進指針」は出てきま

せん。 

出てくるのは、１８７ページ、１行出てきます。１行出てきますが、いわゆ

るキーワードの三つで、総合的に人権に関する施策を推進しますという文言だ

けです。わずか１行です。「指針」の名前すら出てこない。 

すでにもう今年がおそらく３年目で、最終年度だと思うんですが、それとの

関係で、いったい、県としてはどうお考えになっておられるのか。それに対す

るこれまでの取組についても、県としてのお考えをお示しいただきたい。 

 

事務局の方で、何か説明があれば。 

 

おっしゃるとおり、チャレンジプランについては最終年度でございます。 

この「山口県人権推進指針」については、人権に関する取組を総合的に進め

るための基本指針ですが、ある意味県政すべてにいきわたるものと思います。 

チャレンジプランに、たしかに、直接出てくるところは、少ないわけですけ

れども、この「指針」に出てくる基本理念等は当然県としてはしっかり踏まえ

て様々な施策を推進しているところというふうに理解しております。 

 

「人権推進指針」は、精神的なものがあります。その部分について、チャレ

ンジプランの中で、地域で人々が活躍する社会を作っていこうと、そうした個

別の施策等に「人権推進指針」の趣旨・精神が、十分反映できているものと考

えております。 

他方、チャレンジプランの中に「指針」自体を記載していない、というのは

山本委員のおっしゃるとおりでございます。 

 

ありがとうございます。山本委員よろしいでしょうか。 
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いいですか。 

それではね、矛盾すると思うんですよ、私は。たとえば、みなさん「指針」

をお配りになっておられると思うんですが、「指針」の６ページ、「私たちの

身の回りには、日本国憲法に定める自由権、平等権、生存権、教育を受ける権

利、勤労権などに関わる様々な人権課題が存在しています。」。したがって、

憲法に定めるいろんな権利が存在している、その上で、そういう基本理念のも

とで、この「指針」は策定されました。ということであれば、本来であれば、

私の個人的意見ですが、これは同和対策の関連で、環境生活になっていますが、

たとえば、男女共同参画は、前は違いましたよね、総合政策的なところから出

発したんじゃなかったんですか。担当が。市町も大体そうじゃないですかね。 

総務部とか企画とかが中心となって大体作られています。 

ところがですね、ここでさきほど女性問題は男女共同参画課だと言っていま

すが、私が住んでいる下関の場合は、人権・男女共同参画課です。山陽小野田

も同じような名前です。宇部市もそうなんです。急に変わったんです、これ。 

 一応、男女共同参画の基本計画ができたから、とかいうことで、人権と男女

を一緒にくっつけて、同じ部屋にあるんですね、大体。 

県の場合は別です。ちゃんと、分かれてます。だから男女共同参画は男女共

同参画でやられるんです。 

ところが、下関みたいな人口が県でいったら、人口が５分の１近い、あんな

大きな組織で、いくら訂正を求めても、やめません。 

宇部市も、それまで人権推進課だったのが、長い名称に変わりました。山陽

小野田もここ何年かです。なぜそういうふうになるのかな、逆にそう思んです

ね。だから、憲法に基づくということであれば、本来、根本的な問題である、

これはもう、知事のお考えだと思いますが、県政の基本に据えるのが、例えば

県の職員だとか業務だとか、すべてこの人権に関わるところに関わっているん

ですよ、と言われているんですからね、この「指針」では。であれば、本来こ

れが、県政の中心にならないと私はおかしいと思う。 

環境生活が悪いというわけじゃないんですけど、本来違うところで、部署の

一番大事な部分として、位置づけるべきではないか、というのが私の考えです。 

 

ありがとうございました。山本委員さんからいろいろ貴重な御意見をいただ

いておりますけれども、他の委員さんからも何か御質問等ありましたら。 

特にないでしょうか。 

事務局の方で、このことにつきまして、何か御意見等ありましたら、この「参

考資料」、「審議会委員会名簿」について、というところで何かありますでし

ょうか。また他の委員さんからも修正点等ありましたら、適切な形で修正を行

う方が良いと思いますが、何かありましたらお願いします。 

 

はい、私どもの環境生活部、人権行政の総合調整を担っております。 

そうした中で、今、山本委員さんがおっしゃられたような基本的な人権を、
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しっかり決まりを守っていく、そういう県の総合調整を担う立場として、引き

続き取り組んでまいりたいと考えております。 

 

はい、ありがとうございました。大変貴重な意見をいただきました。その意

見を踏まえまして、適切な修正等、表現等を事務局の方にお願いしたいと思い

ますけれども、よろしいでしょうか。 

この議題につきましは、よろしいでしょうか。よろしければ次の議題の方に

移りたいと思います。特に御意見ないようでしたら、それでは議題（３）「人

権に関する県民意識調査」について、事務局の方から御説明をお願いします。 

 

 お手元の議題資料の最終ページ、４ページをお願いいたします。 

 まず、趣旨ですが、今後の人権諸施策を効果的に推進する上での基礎資料と

して活用するため、県民の人権に関する意識調査を実施するというものであり

ます。 

 調査内容の案についてですが、まず実施時期については、前回調査（平成２

０年度）から１０年が経過する平成３０年度を目途としております。 

 調査方法については、前回調査を基本としながら効率的に実施することとし、

前回同様、県内に居住される方を対象として無作為抽出し、書面を郵送しての

無記名アンケート調査とする考えであります。 

 調査項目については、経年変化等を把握する観点から、基本的人権に関する

認識など人権一般、それから「指針」本編資料に掲げる各分野別施策に係る課

題認識、人権教育・啓発の取組など県の人権諸施策に対する意見など、前回調

査で設定した項目をベースに、今後、十分検討し、具体化を図っていきたいと

考えております。 

 次に、参考として、まず、前回調査（平成２０年度の意識調査）の概要につ

いて御説明いたします。 

 「参考資料」の方の６ページをお願いいたします。 

 平成２０年度「人権に関する県民意識調査」（山口県）の概要というところ

であります。前回調査の調査対象は２０歳以上の県民、対象者数は４，０００

人、有効回答は２，２９３人、有効回収率は５７．７％です。 

 調査項目は、全２５問のうち、人権について９問、人権の個別分野ごとの課

題１３問、人権教育・啓発の取組３問となっています。 

 つぎに、その隣の７ページ、国の取組ということで、平成２４年度「人権擁

護に関する世論調査」（内閣府）の概要というところでございます。 

 国（内閣府）におきましては、この「人権擁護に関する世論調査」を定期的

に５年周期で実施しておりまして、直近では、平成２４年度に実施しています。 

 調査対象は全国２０歳以上の日本国籍を有する者、対象者数は３，０００人、

有効回答は１，８６４人、有効回収率は６２．１％となっています。 

 調査項目は、全２２問のうち、人権問題について４問、主な人権課題に関す

る意識について１６問、人権課題の解決のための方策について２問となってい
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ます。 

 次に、この議題参考資料の８ページをご覧いただきたいと思います。 

 国及び３９都府県の平均、山口県の状況を比較したものです。 

 他の都府県でも、多くが定期的（５～１０年周期）に調査を実施しており、

調査項目については、概ね国の調査に準拠した内容となっています。 

 特徴としては、国及び他都府県では、定期的に調査することにより、経年変

化の把握に努めております。 

 一方、山口県では、「山口県人権推進指針」に関する質問が含まれているこ

とと、調査項目の構成については国の調査に準拠していることが特徴となって

おります。 

 なお、その他の参考資料ということで、本県の前回調査の報告書の概要版、

それからホチキス止めの調査票の方も添付させていただいております。 

 以上、総合的に事情を勘案し、山口県においても、前回調査から１０年が経

過する平成３０年度を目途に、県民の人権に関する意識調査を実施したいと考

えているところでございます。 

 どうぞよろしくお願いします。 

 

はい、ありがとうございました。ただいま事務局の方から御説明いただきま

したが、この件につきまして、御質問、御意見ありましたらお願いいたします。 

 

今回、県民意識調査を実施するおつもりということで、これが報告されてい

るかと思うのですけれども、いくつか質問がありまして、まず平成２０年の時

の調査内容自体は国の調査項目に準拠しているということなんですけれども、

としますと他県との比較や分析ということはされているのでしょうか。 

例えばこの概要版の３ページを見ますと関心のある基本的人権でなかなか人

権について、県民の中で認識している率が非常に低いなと私は感じて見ていた

のですが、特に教育を受ける権利以下が、全く、３０％もいかないというのが

正直、私これを見たとき衝撃的だったんですが、それはなぜなのかとかそれを

分析し、それを施策に具体的に生かしてきたのか、それとも意識調査で終わっ

てしまっていたのかということは振り返りは必要なのではないかなと。 

そして今回これからするのであれば、やはり税金を使って調査するわけです

から、今度結果をどう使うように意識していくのかという目標も立てておかな

いと、調査項目を他県とも比較し、そして県民のためにどのような施策をさら

につなげていくのか、分析を誰に依頼するのかとかですね、何かそういった作

業プロセスを見据えたうえで取りかかった方がいいのではないかなと感じまし

たので、この意識調査について、今どのような取組として考えておられるのか

教えてください。 

 

ありがとうございました。御意見いただきましたけども、事務局の方で。 
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大変、貴重な意見ありがとうございます。 

まず、他県との比較分析というところでございますけれども、細かい分析ま

ではしておりませんで、当然今後この意識調査をする前段としてその分析が必

要かなと思っております。 

この意識調査を進めるに当たりましては、委員から御指摘をいただいたこと

を踏まえて、今後しっかり検討していきたいと思います。 

 

ありがとうございました。 

 

補足です。今、次長が言いましたように、他県との比較は、やっておりませ

ん。アンケート調査については、県の中でクロス集計といいまして、地域別の

動向とか、年齢別の動向等についてはかなり詳しく調べております。 

アンケートをするからには成果を、目標を持って、ということを言われまし

た、そのように考えております。 

その中で項目・方法等は前回が参考になりますから、そうした中で山口県の

県民の思いとかをつかんでいくので、ある程度国の項目を参考にしながら進め

るのが良いじゃないかなというふうにも考えております。 

 

ありがとうございました。 

 

ありがとうございます。一点質問ですが、内閣府が、例えば各都道府県の調

査結果を集積して、独自に分析しているということはあるんでしょうか。 

 

内閣府からそのような照会は受けておりません。 

 

 

もう一点だけ。他県との比較などを私が申し上げているのはですね、一から

わが県での人権の周知啓発の施策を考えだすのはやはり大変なことなので、他

県でより効果的な施策を生み出している地域があるかもしれないので、そうい

った参考になるような情報を拾ってくる観点からも、比較をしながらなぜここ

はうまくいっているのかそれはなぜなのか、とかそのような分析をするとか、

きっかけにはなると思うんですね、といったところで、うちの県だけ見ていて

もしょうがないのではないかなと思いましたので、意見を申し上げました。 

 

貴重な意見ありがとうございました。 

 

基本的には私も鈴木委員さんの御指摘は当たっていると思います。 

ただ、他県の状況で、というのはいろいろあると思うんです。正直言いまし

て、運動団体との関わりの中で、設問が誘導されるような中身になる場合もあ

るわけです。じゃあ、どっかの大学の先生に、そういう意識調査をしてもらう
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議  長 

か、ということもあります。ただ、前回の場合は私たちもずいぶん意見を申し

上げました。こういうふうにすべきじゃないか、（さらに、前回の場合は、県

内をブロック別に分けまして、確か８地区だったと思います、いや、それは違

いました。）県内の各市町にも県と同じ質問要旨でそれぞれ多分その市町によ

って状況は違うと思いますが、県が把握すると大体４，０００ですから、市町

によっては人口の多い少ないで、非常にアンバランスになるので、それぞれ市

町に一定部数、例えばなになに町が大体町民の意識を把握するにはこのくらい

要るだろうな、という部分をいわゆる無作為で抽出してもらって、その市町で

同じように調査をしてもらった。 

その結果をそれぞれ出せば、ある程度県との比較ができるんじゃないか、と

いうことでそれもやってもらったんです。 

それで今回もそれをやられるのか、やられるのであれば、おそらくもう一回

審議会が開かれるのでしょうが、ではいつごろ、どういう形で、案も含めてで

すね、出されるのか。その予定が全く無いので、その辺が心配です。 

それから、実はこれ３月に報告書が出てますが、ちょっと古いですが、毎日

新聞が４月４日にね、この意識調査についての評論を出してるんです。少し読

み上げます。もっとも関心のあるのが自由権が７３％で、以下平等権６４％、

生存権５８％、抽象的な権利が続いたと言われるんですが、一方、もっとも低

かったのが、裁判を受ける権利が３％で、団体交渉や団体行動に行こうとする

権利６％、政治に参加する権利１４％なんです、この結果にですね、山口地裁

の総務課は聞き方で数字は変わる、コメントは控えたいが、決して高い関心と

は言えないと、いわゆる危機感を募らせると。 

県選管もですね、政治に参加と聞かれると政治家になるような印象を持つの

ではないか、積極的な理由ではなくても、選挙に行く人は多く、設問が必ずし

も厳密でないのでは、というふうに指摘をされている、ということで、今回の

人権調査では、人権を侵害されたことがあると答えた人が２１％に上り、警察

官による不当な扱いが１０％、セクハラ・ストーカーが９％、インターネット

の人権侵害が２％に上った、と書いてあります。。 

また、さっきの「部落差別法」の中で、最近インターネットの書き込みが非

常に問題になっていますが、関連して教えてもらえるといいのですが、県内で

のインターネットによる人権侵害等を、県がどのくらい把握されているのか、

あるいは今日法務局の方が来ておられないので分からないのですが、県内の差

別事件というのはどういうふうにあるのか、いろいろありましたね、ストーカ

ーも含めて女性の問題、障害者の問題、たくさんあります。こういったことが

どの程度実際起こっているのか、あの法律が言うように厳しいという認識なの

かどうなのか、ある程度審議会の中で、今、現状はやっぱり厳しいですね、と

いうふうなのが大概の意見なのか、どうなのか、私せっかくの審議会ですから、

共通認識を持った方が良いのではないかと思います。 

 

ありがとうございます。次期審議会の開催の予定で、事務局の方でお考えが
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あれば、教えて頂きたいと思いますし、またインターネット、あるいはそうい

う差別事案が県内でどのくらいあるのか、データとしてお示しいただけるもの

があるのであればこの場で御説明頂きたいと思います。事務局の方で何かあり

ますでしょうか。 

 

まず、次期審議会の件ですが、県民意識調査につきましては、本日この審議

会で今後の実施の方向性ということで審議をいただきたいということでお諮り

しているわけですが、調査方法や項目数、項目内容など、具体的な内容につい

ては基本的に前回調査をベースにして、まず事務局の方で十分検討させていた

だきたい、と考えております。 

その検討に当たっては、本日いただいた御意見をまずしっかり踏まえること、

それから今年度実施予定の国の意識調査も参考にしながら進めたいと考えてお

りまして、結果については次回の審議会で御報告することになりますが、時期

についてはまだ具体的なものは今持ち合わせておりません。 

 

時期については次回ということで、はっきりした日程まではということで。 

次はインターネット等の差別事案の情報がもしあれば。 

 

県が独自につかんでいるのはありませんが、法務局の方が人権侵犯事案とい

うことで公表している資料があります。そうした中で、平成２８年度に県内全

体で約３００件ほど人権侵犯事案が認められ、そのうちインターネットが１２

件です。同和関係が５件になっています、その他セクシャルハラスメントが１

２件、ストーカーが３件、多いのが学校のいじめや家庭内での虐待が１００件

あります。データとしてはそのような状況でございます。 

 

ありがとうございます。今からはインターネットの問題、あるいはハラスメ

ントの問題、非常に重要な問題になってくるだろうと思います。 

ほかの委員の方で何かこの調査に関しまして御意見等ありましたら。 

 

小林でございます。前回、平成２０年に、２０年度に実施されたということ

なんですけれども、実は私、人権擁護委員もしておりまして、毎年中学生に人

権作文を書いていただくんですね、夏休みの課題として。で、出てくるわけな

んですけど、やはり子どもたちがこの人権に関する意識が非常に低いのではな

いかというふうに思うわけなんです。 

そういったことから今、対象年齢が２０歳というふうになっていますけれど

も、この対象年齢をもう少し下げることが可能なのかどうか、経年的な変化を

みるのであれば、なかなか年齢、変えるということは難しいのかもしれません

けれども、やはり子どもたちからも人権意識を持っていただきたい、というふ

うなことから考えますと、この調査も対象年齢を少し下げてみてはどうかとい

うことなんです。 
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先程、担当の方からもお話しがありましたように、いじめに関する、私たち

も相談をたくさん受けます。やはり、今、子どもたちも、苦しんでいる子ども

たちがたくさんいるわけなんですね。 

まあ、そういった人権に関わることについてもう少し理解を深めるというこ

とからしても、この対象年齢を下げるべきではないか、こういった調査をする

ことによって普及啓発の意味合いもあると思いますので、そのあたりを御検討

いただいたらと思います。以上です。 

 

 ありがとうございました。小林委員さんの方から現場での貴重な御意見をい

ただきました。 

私も文科省のいじめの協議会の委員をしておりまして、来週また文科省に行

きますが、２０歳を対象にということで、実施方向になっていますけど、その

辺も、今の貴重な御意見も含めて、また事務局の方で御検討いただくというこ

とでお願いしたいというふうに思っています。 

 

はい、選挙年齢の引下げ等もありますから、それも含めて検討させてくださ

い。 

 

よろしくお願いします。そのほか、委員の皆さんで、御意見ありませんでし

ょうか。 

はい、じゃあ、田中委員さん、お願いします。 

 

今回初めてで、全然よくわかってないんですけれども、ここに来る前にこの

県民の意識調査、過去にされた物を見た時に、単純にちょっと疑問に思ったと

ころが一つ、一箇所ありまして、一番最後の方のぺージにですね、今後、「山

口県人権推進指針」に盛り込むべき人権課題というところの問題、一番最後の

問題ですね、問題としては、問いとしては。そこで環境に関する問題という選

択肢があると思うんですけれども、割とほかのことに関しては、何ていうか、

普通の県民が質問された時にわかりやすい文言で書かれているんですが、環境

に関する問題という言葉に関しては、私はハード面・ソフト面、色々人によっ

て捉え方があるので、そこは、その、どういう意図での環境なのかを明確にさ

れた方が、問われた人はわかりやすいのかなと、ちょっと思いました。 

多分これからいろんなことを熟慮されていかれると思いますが。 

 

ありがとうございました。環境についてということで、御指摘を受けました

が、何か事務局の方でこのことに関して何かお考えがあれば。 

 

確かに、おっしゃるように、環境に関する問題という言葉だけであれば、い

ろんな捉え方があるとは思います。 

この２０年度の意識調査をする時は、この「人権推進指針」を改定する一つ
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の基礎資料という側面がありましたので、この設問が設けられたものと思いま

すが、現在、環境問題という部分で「人権推進指針」の中にも盛り込まれてい

るところがあります。 

やはり、県民の方の意識が高い分野ということで、大気汚染、水環境の保全、

ゴミのリサイクルの推進などなど、そういった環境問題も重要な人権問題であ

るということで、ここへ盛り込まれたものというふうに考えております。 

 

そうですね。時代的な背景もあると思いますし、今でしたら温暖化がかなり

中心的に言われるんではないかという予測も立ちますけど、どちらにしてもそ

の辺のとこも含めていただいて、事務局の方でまた調整していただければいい

というふうに思いますが。 

そのほかの委員さんの方から何か。 

では、金委員さんの方から。 

 

この調査項目の設計について伺いたいですが、前回の調査の結果から追加なり

修正なりした、そういった項目設計があるのかというのと、そして前回の調査

実施過程で対象者からのいろんな指摘なり結果についての意見があったかと思

うんですが、そのようなことが今回の調査実施において反映された内容とかが

ありましたら教えていただきたいと思います。 

 

意識調査の項目については、まだ全く詳細は決めておりません。 

本日、この意識調査を今後実施したいということを、まず今日はお諮りして

おります。 

今後、国が今年度実施するであろう意識調査ですとか、やはり経年変化をみ

るという視点に加えて、昨今の情勢変化など、新たな視点も加えていろいろな

角度から検討する必要があると思っております。 

今後、十分検討させていただきたいと思っています。 

 

はい、ありがとうございました。各委員さんから、大変、貴重な様々な視点

からのご意見をいただきました。これを踏まえまして、この人権調査について

改めて実施の方向で何か、しない方がいいなり、意見があればお願いしたいと

思いますけど、お聞きしている限りでは実施の方向で異議なしということでい

いのかなというふうに思っておりますが、あと、具体的な質問項目、あるいは

実施の方法等につきましては、皆様方から貴重な意見をいただきましたので、

それを参考にしていただきながら、意見を踏まえて事務局の方である程度の方

向を検討していただきたいと、いうふうに思いますが、審議会としてはそうい

うふうに、事務局の方に一任したいということでよろしいでしょうか。 

では異議なしということで、調査につきましては、人権に関する県民意識調

査を実施すると、また、細かい事につきましては、事務局の方で更なる検討を

していただいて有意義な調査にしていただく、ということにさせていただきた
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いというふうに思います。 

次の議題に移りたいと思いますが、議題（４）「その他」に移りたいと思い

ます。事務局の方から何かあればお願いいたします。 

 

はい、一点だけ、「人権ふれあいフェスティバル」のお知らせをさせていた

だきたいので、ちょっと、資料を配らせていただきたいと思います。 

 

 時間があるので、あの、草田委員さん、自己紹介、御紹介を。 

 

 

皆様方、すみません、時間を、私、間違えてまいりまして、ちょっと遅刻を

してしまいました。今日の会議は、皆様方の意見を今伺って、私も同感と思う

ところも多々あるので、これからの県民の意識調査に反映させていただきたい

と思います。私自身は山口県人権擁護委員連合会の会長をさせていただいてお

ります。よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 

 

ありがとうございました。それでは、資料も配布していただきましたので、

事務局の方から御説明をお願いしたいと思います。 

 

はい、今、お配りしたちらしは、現在まだ校正中でございまして、後日、正

式に刷り上がった物を付けまして、委員の皆様には改めて御案内させていただ

くこととしております。 

ここにありますように、今年のフェスティバルは８月１９日、土曜日、周南

市文化会館において開催いたします。当日は山口県出身の俳優、藤田三保子さ

んによる講演及びシャンソンコンサートなど、どなたにも親しみやすい内容と

なるように予定しております。委員の皆様方におかれましては、お忙しいかと

は存じますが、御都合の許します限り御参加いただきますようお願い申し上げ

ます。以上です。 

 

ありがとうございました。フェスティバルについてご説明をいただきました。

申し訳ないんですが私、藤田さんという方を存じておりませんけど、ぜひ多 

くの方が参加いただける、というふうに。 

そのほかに、何か、ありますでしょうか。 

 

 鈴木委員の方から、あの。 
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 すみません、今、資料を配っていただいているんですけれども、「山口県人

権推進指針」について、内容についてですね、あの、修正というか、改正をし

ていただきたい点を、御提案というか、頭出しの御提案をしたいと思いまして、

時間を少しいただきたいと思います。 

皆様のお手元にある「山口県人権推進指針」の中で、３０ページにある性同

一性障害の問題ということで一つ挙がっているんですけれども、これがですね、

性的少数者、セクシュアルマイノリティ、ＬＧＢＴともいろいろ言われますけ

ども、セクシュアルマイノリティの一つのカテゴライズに該当する方の人権課

題として挙がっていて、それは、性同一性障害者の性別に取扱いに関する特例

法ができたということを契機としているので、最初はこういった狭いところか

ら扱うものだろうとは思ってはいたんですけれども、やはり私も弁護士の業務

をしながらですね、実際、性同一性障害であるということを、その、子供がで

すね、自分自身で自覚していくって、結構時間がかかってくるんですね。 

で、診断書が出てくるまで、すぐ出る方もいれば、なかなか出ない方もいて、

その間は自分が同性愛者ではないかと悩まれる方もおられて、その間に自分の

セクシュアリティに関して本当に凄惨ないじめを受け、なかなか周りの大人に

は理解してもらえないということで、社会から承認されないということで、キ

ャリアも積めない人生になっていくなど、かなり苦労されている方がいらっし

ゃるということに、私も気が付きまして、それで意見書をですね、５月３１日

付けで作成したものを皆さんのお手元に配布させていただいたんですけれど

も、性同一性障害の問題に書けるものではなくて、セクシュアルマイノリティ、

日本語で書けば性的少数者、一般の問題として人権課題を捉えた方が、より県

民のための人権施策につながると思いましたので、その、再構成していただき

たいということで、審議会の議題の一つに、次回以降になると思うんですけど、

お諮りしていただきたいなと思いまして出しました。 

一応、他県どうなっているのかというのは、資料の２枚目に付けているんで

すけれども、これ、ＬＧＢＴ法連合会というセクシュアルマイノリティの取り

巻く法的問題について色々情報を集約している団体がありまして、そこから作

成した物なんですけれども、資料１の男女共同参画の方から始まっていますが、

中盤、半分から下からですね、各県の人権施策の推進のための基本方針に、ど

ういうふうな形で使用されているものがあるのか、というのが取り上げられて

いるのがあります。まだ性同一性障害であがっているのもありますが、しだい

に性的マイノリティとか、性的少数者とか、いろんなもう少し包含的な概念で

表記されている例が増え始めておりますので、わが県でもですね、ぜひ検討し

ていただければな、と思いましたのでよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。大変タイムリーで、私、本業がカウンセラーで、

カウンセラーも２５年ぐらいやっておりますけど、そういうカウンセラーとし

ても、今、御提案いただきました御意見につきましては、大変、実感としてで

すね、感じております。 
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 ただ、ほんと大変デリケートな問題ですし、そういうカミングアウトをどう

するか、あるいはされた者の方の配慮ですね、いろいろそういうことを親友か

ら聞いた者の配慮、アウティングの問題とか非常に重要な要素を含んでいる問

題ですし、また、非常にデリケートで難しい問題であろうと思いますが、貴重

な御提案をいただいたということ、この問題につきましては今度調査の事も含

めまして、こういう視点からも検討してほしいということと、次回、また、よ

り深く検討していただくという問題提起ということでよろしいでしょうか。 

 

 はい、そのとおりです。 

 

はい、ありがとうございました。是非、事務局の方で、また他県あるいは国

の方向性等も確認していただきながら、また、現場のそういう苦しんでいる子

どもたちの、また、人たちの思いを理解していただいて、ぜひ、ここにある「指

針」に反映させていただけるといいのではないかなというふうに、議長として

思っております。 

そのほか、ありますでしょうか。特に無いようでしたら、大変貴重な御意見

をたくさんいただきまして、質疑も出尽くしましたので、本日の会議を終了し

たいというふうに思います。委員の皆様方から、大変貴重な、活発な御意見を

いただきまして、議事進行に御協力いただきまして、ありがとうございました。 

それでは、事務局の方にマイクをお返しします。 

 

 それでは終わりに当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

高田会長さんにおかれましては円滑な議事進行をいただきまして誠にありが

とうございました。また、各委員の皆様におかれましても大変熱心な御審議を

いただきましたことに厚く御礼を申し上げます。 

本日いただきました貴重な御意見とか御提言、これはしっかりと我々事務局

も受け止めましてですね、今後一層、「人権指針」に基づいた人権行政の推進

に努めてまいりたいと思っておりますので、引き続き御指導、御協力をお願い

を申し上げまして終わりのあいさつと致します。 

本日は大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


